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<保護者の方々にも読んでいただきましょう>    <ご意見・ご質問をお寄せください> 
『自己実現 2018』など進路指導部が発信する情報の一部を神戸高校 HP でも閲覧できます。 

自 己 実 現 2018   兵庫県立神戸高等学校 進路指導部  

[全統マーク模試(11 月)・自己採点集計(速報)] 

やっと最終回のマーク模試が終わりました。11 月は受験の一番苦しい時期だと思います。 

でも，苦しいのはみんな同じです。一人で暗い気持ちにならないで，学校に来て友達とお

しゃべりするだけでも，不安は和らぎます。全員で励まし合いながらこの苦しい時期を乗

り越えましょう。 

模試の点が悪かったという人へ。センター試験まであと 65 日もあります。1 科目や，2

科目ぐらいこれからでも完成させられます。今回，「自分の弱点が見つかって，ラッキーだ

った！」と考えましょう。まだ，時間はあります。 

全統マーク模試の得点分布を見て，他人をうらやむのではなく，「どの科目で人と差がつ

いたのか？これから何をすべきなのか？」を考えてください。神戸高校の優秀なやつと同

じ学科を受けるのですか？競うべきは自分と同じ大学，同じ学科を志望する全国のどこか

の学校の生徒なのです。 

            

全統マーク模試(11 月)・自己採点集計(速報)は掲載しておりません。 
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[IC プレーヤーの操作] 

全統マーク模試では初めて IC プレーヤーを使用しました。実際のセンター試験では毎年

｢機器の不具合｣｢受験生の操作ミス｣等が報告されています。今回は大きなトラブルもなく

無事に終えることができました。この経験を本番でも生かしてください。不安な人はセン

ター試験の受験案内にもう一度目を通しましょう。 

 

 [第４回進路希望調査(出願前調査)について] 

第４回進路希望調査(出願前調査)を 11/15(水)に実施します。｢出願前調査｣は｢第一志望

校｣の出願パターンを確認するものです。本日配布される別紙の下書き用紙の記入要領を熟

読し，以前配布された「受験校決定 PERFECT BOOK」などを利用して｢第一志望校｣の受験

科目(配点)等を正確に調べて，調査当日にスムーズに記入(マーク)できるよう事前にしっ

かり準備(下書き)しておいてください。また，保護者とも十分相談しておきましょう。 

必ずしもすべての枠をうめる必要はありません。後期日程も行きたい大学がなければ，

空白で提出してください。下書き用紙は 11/15(水)に忘れずに持参してください。 

 

[国公立大学の推薦・ＡＯ入試出願希望者へ] 

1 月に出願開始(1/16～等)の推薦(ＡＯ)入試出願希望者の志望理由書の担任への提出期

限を 12/15(金)までとします。4 週間以上前が締切になっていますが，もし希望する人は

遺漏のないように手続きをしてください。出願希望者はできるだけ早く担任の先生に申し

出て，指示を受けて下さい。なお，出願人数に制限のある場合も含めて，校内で審査を行

った上で出願者を年内に決定します。 

 

[後記] センター試験まで 65 日となりました。焦るのではなく，できること，わかるこ

とをひとつでも増やすことが大切な時期です。他人をうらやむのではなく，励みにし，自

分自身との戦いに勝てるように努力してください。「この 1 点」で合否が分かれることが

あります。せっかく勉強したことを漏らすことのないように，一つ一つ丁寧に自分のもの

としていきましょう。 

 

みなさんは自分の出願にきちんと向き合っていますか。自

分の前にたちはだかる壁が高すぎると思って戦わずして逃げ

ていませんか？受験とは何のためにするのか？「志望校に入

学するため。」もちろんそれもあります。しかし何よりも試

練を体験し，困難に挑戦し，その壁を乗り越える力を体得す

ることが最も大切なことだと思います。受験を通してその

「力」と「自信」を手にいれることが一番の目的です。受験

を通して成長することができた人は，将来社会に出たときに

必ず直面するさらに大きく困難な壁もきっと乗り越えていく

ことができるはずです。人生の壁を前にしてどう行動するかでその人の真価がわかります。 

70 回生全員が不可能を可能にし，大志を実現してくれることを期待しています。 


